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σ⋅=∑ taT ・・・・・・・・・・・・・・・(12) 

ここで at：引張を負担する鉄筋の断面積(mm2),σ:鉄筋応力(N/mm2) 

	
 表－６を見ると，Tcal に対して Texp が小さいことがわ

かる。これは，実際には入力されたせん断力の全てがス

トラットと鉄筋引張力によって伝わるのではなく，ある

割合で直接コンクリートによって伝わる機構（いわゆる

アーチ機構）が存在するものと推測される。 

また，Texp/Tcalについて試験体 A02に対して試験体 A01

の値が小さい。表－７より各ストラットの負担せん断力

を比較すると，A nodeと B nodeを結ぶストラットの負

担せん断力において試験体 A02の方が大きい。よって試

験体 A02では孔周囲の鉄筋のひずみが大きくなるが，試

験体 A01では前述のアーチ機構による割合も大きく，試

験体A02と比べて鉄筋のひずみが小さくなるからだと考

えられる。 

 

5. まとめ 

本研究では，簡易な外付け補強を施した RC 有孔梁の

静的載荷実験を行い，その補強効果を検討した。得られ

た知見を以下に示す。 

(1) 本せん断破壊遅延型補強工法により，試験体の耐力

および靱性を向上させることができ，有孔梁につい

ても適用可能であることが示された。 

(2) FEM解析を実施し，Tie and Strut Modelを用いて簡

略化した有孔梁のせん断伝達モデルを提案した。 

(3) 本せん断伝達モデルによって試験体の最大耐力を

概ね評価することが可能である。しかしながら鉄筋

の負担引張力について計算値と実験値に差異があ

り，この点については今後の課題である。 
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図－13	
 せん断伝達のモデル図（試験体 A02） 
 

	
 

図－14	
 モデルの詳細図（試験体 A02） 

 
図－15	
 補強試験体のせん断伝達	
 

表－５	
 各試験体強度比較	
 

試験体名 
正載荷時	
 

最大耐力	
 
Qexp(kN) 

計算値 Qcal(kN) 
Qexp/Qcal 

既存梁 補強部 合計 

既存	
 

試験体	
 

A01 383 374  
  

374  1.02  
A02 378 361  361  1.05  

補強	
 

試験体	
 

B01 513 391  149  541  0.95  
B02 519 325  151  476  1.09  
表－６	
 鉄筋による負担引張力	
 

試験体名 A01 A02 
計算値 Tcal (kN)	
 275 236 

実際に鉄筋が負担している引張力 Texp (kN) 130  177 
Texp/Tcal (%)	
 47 75 

表－７	
 各ストラット負担せん断力	
 

試験体名 
各ストラットの負担せん断力（kN） 

A-B node A-C node B-D node C-D node 
A01 325 49 49 325 
A02 343 18 121 240 
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